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	背景
	mRNA監視および遺伝毒性ストレス応答経路の両方に関与するセリン/スレオニンプロテインキナーゼ。基質コンセンサス配列[ST]-Qを認識します。UPF1/RENT1をリン酸化することにより、未熟終止コドンを含むmRNAのナンセンス依存性分解（NMD）において中心的な役割を果たします。mRNA監視および遺伝毒性ストレス応答経路の両方に関与するセリン/スレオニンプロテインキナーゼ。基質コンセンサス配列[ST]-Qを認識します。UPF1/RENT1をリン酸化することにより、未熟終止コドンを含むmRNAのナンセンス依存性分解（NMD）において中心的な役割を果たします。SMG8およびSMG9（SMG1Cプロテインキナーゼ複合体を形成）およびUPF1とともに停止したリボソームに解離因子によってリクルートされ、一過性SURF（SMG1-UPF1-eRF1-eRF3）複合体を形成します。 EJC依存性NMDにおいて、SURF複合体はUPF2を介してエクソンジャンクション複合体（EJC）と会合し、NMDを活性化すると考えられているUPF1-UPF2-UPF3監視複合体の形成を可能にする。また、ATMと機能的に一部重複する遺伝毒性ストレス活性化プロテインキナーゼとしても機能する。p53/TP53をリン酸化することができ、細胞が遺伝毒性ストレスに曝露された後のp53/TP53の最適な活性化に必要である。SURFの枯渇は、自発的なDNA損傷と電離放射線（IR）に対する感受性の上昇につながる。PRKCIを活性化する可能性があるが、PRKCZは活性化しない。
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	Saos2 細胞溶解物中の Smg1 発現のウェスタン ブロット分析。

